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洪
水
は
多
く
の
住
宅
所
有
者
や
企

業
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

毎
年
損
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

実
際
そ
の
頻
度
と
深
刻
度
は
時
間
と

と
も
に
増
大
し
て
い
ま
す
。

浸
水
被
害
が
あ
っ
た
建
屋
の
復
旧

に
は
三
つ
の
手
順
を
踏
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

一
つ
目
は
水
や
泥
を
排
出
す
る
こ

と
で
す
。
箒
な
ど
で
か
き
出
せ
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

排
水
ポ
ン
プ
な
ど
を
使
う
必
要
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
か
き
出
す
だ
け
で

は
衛
生
的
に
問
題
が
あ
る
の
で
真
水

で
洗
い
流
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
は
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
湿
っ
た
状
態
が
続
く
と
カ
ビ
の

発
生
原
因
と
な
る
か
ら
で
す
。
一
週

間
ほ
ど
は
扇
風
機
な
ど
を
使
っ
て
乾

燥
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
つ
目
は
消
毒
を
す
る
こ
と
で

す
。
土
な
の
か
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
の

か
に
よ
っ
て
消
毒
で
使
う
薬
剤
が

違
っ
た
り
し
ま
す
。
取
り
扱
い
に
も

注
意
が
必
要
な
の
で
専
門
家
に
相
談

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

こ
の
よ
う
に
浸
水
し
た
場
合
、
復

旧
ま
で
に
か
な
り
の
労
力
を
費
や
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
洪
水
で

ど
の
よ
う
な
細
菌
・
化
学
物
質
が
流

れ
込
ん
で
き
た
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、

処
理
が
甘
い
と
後
々
健
康
被
害
な
ど

を
及
ぼ
す
危
険
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
、

止
水
板
の
中
で
も
軽
く
、
簡

単
に
設
置
が
出
来
る
商
品

「
ス
ー
パ
ー
止
水
番
２
」で
す
。

「
ス
ー
パ
ー
止
水
番
２
」

の
良
い
点
は
、
女
性
一
人
で

も
取
付
け
出
来
る
と
こ
ろ
で

す
。
一
枚
当
た
り
約
六
㎏
～

十
八
㎏
と
軽
く
、
取
付
け

も
マ
グ
ネ
ッ
ト
や
ハ
ン
ド
ル

タ
イ
プ
な
の
で
数
分
も
あ
れ

ば
取
付
け
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
す
。
ま
た
止
水
性
能

も
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ａ 

４
７
１
６ 

漏
水
量
に
よ
る
等
級
」
で
Ｗ

ｓ
―

４
以
上
と
高
品
質
の
製

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非

こ
の
機
会
に
家
や
店
の
入
り
口
、
重

要
設
備
の
侵
入
路
な
ど
に
導
入
を
検

討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご
相
談
窓
口
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販
売
開
始

近
年
増
加
し
て
い
る

洪
水
に
よ
る
浸
水
災
害
へ
の
備
え

スーパー止水番 2
の説明を動画で
ご覧になれます。
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い
よ
い
よ
本
格
的
な
花
粉
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
花
粉
の
飛
散
量
は
、
前
年
夏
の

気
象
条
件
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
気

温
が
高
く
、
日
照
時
間
が
多
く
、
雨
が

少
な
い
夏
は
花
芽
が
多
く
形
成
さ
れ
、

翌
春
の
飛
散
量
が
多
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
の
夏
は
梅
雨
前
線
の

活
動
が
弱
く
、「
高
温
・
多
照
・
少
雨
」

と
な
り
、
ス
ギ
の
花
芽
形
成
に
好
条
件

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
二
一
～

二
〇
二
二
年
に
花
粉
飛
散
量
が
少
な

か
っ
た
地
域
が
多
く
、
ス
ギ
の
木
に
花

芽
を
形
成
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
え

ら
れ
て
い
た
た
め
、
よ
り
一
層
、
ス
ギ

の
花
芽
形
成
が
促
進
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
年
は
„
こ
こ
十
年
で
最
大

レ
ベ
ル
＂
で
、
飛
散
量
も
極
め
て
多
く

な
る
見
込
み
だ
そ
う
で
す
。

一
千
万
個
…
こ
れ
は
何
の
数
字
か
わ

か
り
ま
す
か
？
花
粉
の
季
節
に
一
時
間

換
気
し
た
際
に
、
部
屋
に
入
っ
て
く
る

花
粉
の
数
が
こ
れ
ぐ
ら
い
だ
と
い
わ
れ

花
粉
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

残
り
一
か
月
で
令
和
四
年
度
も
終
わ
り
、

令
和
五
年
度
と
な
り
ま
す
。
弊
社
で
も
工
期

が
近
い
工
事
で
は
慌
た
だ
し
い
雰
囲
気
が
見

ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
中
に
重
大
災
害
に
つ

な
が
る
ミ
ス
が
発
生
し
や
す
い
た
め
、
朝
礼

時
や
打
合
せ
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
注
意
を

促
し
、『
無
事
故
・
無
災
害
』
で
完
成
と
な

る
よ
う
気
を
配
っ
て
い
き
ま
す
。

全
国
で
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況
や
、
事

故
原
因
統
計
は
下
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

建
設
業
の
死
亡
災
害
で
多
い
の
は
『
墜
落
・
転

落
』
災
害
で
す
。
手
順
を
省
く
こ
と
は
、
重

大
災
害
の
発
生
の
第
一
歩
で
す
。
職
場
で
声
を

掛
け
合
い
、
安
全
作
業
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
数
】

年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間

【
建
設
業
労
働
災
害
グ
ラ
フ
】

実
施
期
間

▼
1

3⁄

31
3⁄

て
い
ま
す
。（
※
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
マ
ン
シ
ョ

ン
一
戸
の
場
合
）

換
気
の
コ
ツ
は
開
窓
の
幅
を
十
セ
ン

チ
程
度
に
す
る
こ
と
と
、
レ
ー
ス
の

カ
ー
テ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
で
侵
入
す
る
花
粉
を
約
１
／
４
に
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。ま
た
、

換
気
時
間
を
短
く
し
た
り
、
こ
ま
め
な

掃
除
に
も
気
を
つ
か
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
外
出
か
ら
帰
っ
て
ま
ず
行

う
花
粉
対
策
の
お
す
す
め
は
「
う
が

い
」
で
す
。
鼻
か
ら
吸
い
こ
ん
で
付
着

し
た
花
粉
は
、
鼻
粘
膜
の
線
毛
の
働
き

で
の
ど
の
方
へ

と
送
ら
れ
ま
す
。

家
に
帰
っ
た
ら

ガ
ラ
ガ
ラ
う
が

い
を
習
慣
づ
け

て
、
の
ど
の
花

粉
を
洗
い
流
し

ま
し
ょ
う
。

花
粉
を
寄
せ
つ
け
な
い
！

花
粉
症
対
策
ご
紹
介
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「青い地球は誰のもの」
今年の春は晴天が続いています。雲一つない青空

に、早咲きの彼岸桜が満開となっているところも見受
けられます。衝き抜けるような青空が拡がっています。
こんな綺麗な青空を見ると必ず思い出すことがありま
す。50 代から下の世代の方々には、わからないかも
しれませんが、空の色に関することです。私が小学
生だった頃は、空はいつも白っぽく靄（もや）がかかっ
たようでした。その正体は「光化学スモッグ」でした。

わが国が戦後の焼け野原から復興するにあたって、
様々な産業がフル回転してモノを生産していた時代。
工場や自動車が排出するガス（チッソ酸化物や炭化
水素等）が太陽の紫外線を浴びると光化学オキシダ
ントとなり、空が白く靄った状態となっていました。

屋外にいると、のどの痛みや呼吸が苦しくなる症
状を呈し、学校等では「光化学スモッグ注意報」が
発令されると、屋外に出ないように指導していまし
た。毎日のように光化学スモッグ注意報が出ていま
した。この時代もマスクは毎日欠かせないものでした。

この頃テレビで放映されていた番組に「70 年代
われらの世界」というものがありました。そのテー
マソングが「青い地球は誰のもの」という曲でした。

あの頃に比べると、現在は格段に美しい青空になっ
ています。政府をはじめ各企業が排出ガスの削減に
取り組んだ結果であることはいうまでもありません。
しかし、その裏で二酸化炭素（CO₂）の排出は増大し、
温室効果ガスによる地球温暖化が急速に拡大してい

ます。温暖化は、様々な弊害をもたらしています。
この 100 年で世界の平均海水面は 16㎝も上昇し、南

太平洋の島々が沈んでしまうことも危惧されています。
異常気象の多発化、動植物への影響、感染症や飢饉の
広がり等々、地球温暖化がもたらす影響は計り知れない
ものがあります。青い地球は誰のもの？誰のものでもあり
ません。今この地球に暮らすすべての生物と未来を生き
ていく子供たちのものであることは間違いないことです。

あらためてカーボンニュートラルが叫ばれています。ラ
イフサイクル全体で計ったときに二酸化炭素（CO₂）の排出
量と吸収量がニュートラル（イコール）になることを目指し
ています。カーボンを使用しないエネルギーへの切り替え、
廃棄物の削減、電気自動車による削減、森林再生のため
の植林等 、々政府・自治体・企業・組織等がこぞって取り
組まなければならない課題であり、早急に CO₂を出さな
いエネルギー供給源を確保していかなければなりません。

2017 年にフランスで開催された“ワン・プラネット・
サミット”で、2050 年までにカーボンニュートラルを達
成する「カーボンニュートラル連合」が結成されました。
この組織には、日本をはじめイギリス・フランス・ドイツ
等 29 か国が加盟していますが、残念ながらCO₂ の大量
排出国であるアメリカ・中国・ロシアは参加していません。

それでも私たちは、CO₂ 削減に向かってできることか
ら始めなければなりません。特に企業は、カーボンニュー
トラルに取り組んでいるのか？を問われるようになって
います。“青い地球は誰のもの” そう、地球の未来を託
す子供たちのために ! 世界のどこでも青空が見えるよう
に！それが今を生きる私たちの使命だと思います。

この稿を閉めるにあたり、私の拙い文章で皆様の
お目を汚し大変失礼いたしました。皆様の益々の弥
栄をご祈念すると共に、一年間のご厚情に感謝いた
します。 ありがとうございました。

折 の々記
　…思うままに ⑪

岸 本 敏 和

突
然
で
す
が
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ 

Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
は
昨
年
末
か
ら
話
題
と
な
っ
て
い
る

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
す
。
今
ま
で
も
存
在

は
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
精
度
に
関
し
て
は

イ
マ
イ
チ
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
も
の
は

圧
倒
的
に
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
か
っ
た
た
め
、
世

界
中
で
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
「
キ
ャ
ン
プ
が
好
き
な
30
歳
男
性
に

お
す
す
め
の
車
は
？
」
と
質
問
す
る
と
【
キ
ャ

ン
プ
が
好
き
な
30
歳
男
性
に
お
す
す
め
の
車
は
、

Ｓ
Ｕ
Ｖ
や
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
、
ア

ウ
ト
ド
ア
で
の
使
用
に
適
し
た
車
種
が
良
い
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
、
ト
ヨ
タ
の
「
4
ラ
ン
ナ
ー
」

や
「
タ
コ
マ
」
…
】
と
お
す
す
め
の
車
種
に
加
え
、

実
際
の
例
ま
で
出
し
て
ま
る
で
専
門
家
に
相
談

し
た
か
の
よ
う
な
回
答
が
返
っ
て
く
る
の
で
す
。

私
は
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ 

Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
を
初
め
て
使
っ

た
と
き
に
、
今
、
時
代
の
変
革
が
目
の
前
で
起

こ
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
感
覚
に
陥
り
ま
し
た
。
近

年
は
時
代
の
変
革
周
期
が
短
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
数
年
に
一
度
は
そ
の
よ
う
な
感
覚
を
感
じ
る

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
事
な
こ
と

は
そ
の
変
化
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
未
来
を
想

像
す
る
。
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

つ
ぶ
や
き

管
理
営
業
部
　
槍
田
貴
宏
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※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
有
り

3月安全努力目標
年度安全標語〈ミス防ぐ 合図・応答・再確認

守 る ル ー ル が 身 を 守 る 〉
作業安全

・気の緩みによるヒューマンエラーの防止
・工具器具の作業前点検を確実に
交通安全

・車間距離をとり、ゆとりある運転
環境目標

･ 室内、車内の温度調整をしましょう

行
事
記
録
（
1
27

〜
2
26

）

2
15	

昭
和
会
・
中
建
青
静
岡
県
支
部 

新
春
合
同
講
演
会
・
静
岡

2
20	

袋
井
建
協
第
九
回
土
木
委
員
会
・
技
士
会
代
議
員
会
・
袋
井

2
21	

御
前
崎
市
商
工
会
第
四
回
青
年
部
会

2
22	

令
和
四
年
台
風
15
号
等
に
お
け
る
災
害
対
応
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
・
袋
井

	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

2
24	

全
国
建
設
青
年
会
議
全
国
大
会
反
省
会
準
備
会
・
東
京

行
事
予
定
（
2
27

〜
3
26

）

2
28	

袋
井
建
協
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
・
袋
井

3
1
～
3
31	

建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間

3
1	

第
百
一
回
Ｃ
Ｈ
あ
す
な
ろ
会
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

3
3	

昭
和
会
幹
事
会
・
静
岡

	

掛
川
法
人
会
青
年
部
会
意
見
交
換
会
・
掛
川

3
8	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

卒
業
お
め
で
と
う

河
原
﨑 
空ソ

ラ

さ
ん

（
管
理
営
業
部  

河
原
﨑
千
さ
ん  

次
男
）

中
学
校
卒
業

中
学
校
で
は
良
い
仲
間
や
先
生
に
恵

ま
れ
、
楽
し
く
部
活
に
打
ち
込
め
ま
し

た
。
高
校
生
に
な
っ
た
ら
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
り
、
将
来
の
夢
を
見
つ
け

て
実
現
す
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

松
下 

愛メ

生イ

さ
ん

（
管
理
営
業
部  

松
下
さ
ん  

長
女
）

高
校
卒
業

高
校
生
活
で
は
部
活
動
と
勉
強
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
新
し
い
仲
間

が
で
き
て
充
実
し
た
三
年
間
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
春
か
ら
は
夢
を
実

現
す
る
た
め
、
一
生
懸
命
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。
社
会
勉
強
も
頑
張
り
た

い
で
す
。

河
原
﨑 

陸リ
ク

さ
ん

（
管
理
営
業
部  

河
原
﨑
千
さ
ん  

長
男
）

高
校
で
は
た
く
さ
ん
の
良
い
友
達
が

で
き
、
部
活
動
を
頑
張
り
ま
し
た
。
春

か
ら
は
社
会
人
と
し
て
一
日
も
早
く
会

社
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
学
び
、
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。

レ
シ
ピ

お
い
し
〜
い

ジューシー肉まん 段
取
り
良
く
や
れ
ば
意
外
と
簡
単
に

作
れ
ま
す
‼

材
料
（
生
地
）

◦
薄
力
粉
…
２
０
０
ｇ　

◦
強
力
粉
…
１
０
０
ｇ

◦
ド
ラ
イ
イ
ー
ス
ト
…
小
匙
１

◦
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
…
小
匙
１

◦
砂
糖
…
45
ｇ　

◦
塩
…
小
匙
１

◦
サ
ラ
ダ
油
…
大
匙
１　

◦
ぬ
る
ま
湯
…
１
５
０
㏄

材
料
（
餡
）

◦
豚
挽
肉
…
２
０
０
ｇ　

◦
玉
ね
ぎ
…
１
／
２
個

◦
ネ
ギ
・
椎
茸
・
蓮
根
…
適
量　

◦
醤
油
…
大
匙
１

◦
砂
糖
、
胡
麻
油
、
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
、 

お
ろ
し
生
姜
…
各
小
匙
１

◦
胡
椒
…
少
々

作
り
方

①
生
地
の
材
料
を
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
に
セ
ッ
ト

し
パ
ン
生
地
コ
ー
ス
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

②
生
地
が
で
き
あ
が
る
ま
で
に
小
さ
く
切
っ
た
餡

の
材
料
を
粘
り
が
出
る
ま
で
混
ぜ
て
お
く
。

③
で
き
あ
が
っ
た
生
地
を
６
～
８
等
分
に
分
け
て

丸
め
た
ら
休
ま
せ
る
。

④
生
地
に
餡
を
包
み
、
蒸
し
器
に
間
隔
を
あ
け
て

置
い
た
ら
15
分
蒸
す
。

御
前
崎
市
下
朝
比
奈
に
あ
る
あ
ら

さ
わ
ふ
る
里
公
園
で
は
、
二
月
中
旬

か
ら
四
月
上
旬
頃
ま
で
紅
桜
・
寒
緋

桜
・
陽
光
桜
・
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
約

二
百
三
十
本
の
桜
が
見
ご
ろ
と
な
り
ま

す
。
地
元
の
農
家
か
ら
新
鮮
な
野
菜
を

直
接
仕
入
れ
て
安
く
販
売
し
て
い
る
直

売
所
や
、
ワ
ン
コ
イ
ン
で
味
わ
え
る
日

替
わ
り
定
食
が
人
気
の
食
堂
も
あ
り
ま

す
。
予
約
を
す
れ
ば
手
ぶ
ら
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
よ
。

お
花
見
情
報


